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　1月28日の本会議より第１回定例会がスタート。同日から各局事業の予算研究
会を行い、区議員団会議、常任委員会等で、一般・補正予算議案の他、来年度予算の
集中審議を行っています。
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昭和49年生まれ。大分県出身。50歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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　2月14日、記念展「おかえり、ヨコハマ」を蔵屋美香館長の案内で鑑賞。
14,000点のコレクションから厳選された、縄文時代から現代までの横浜の歴史
を辿るユニークな企画展示。横浜の奥深い魅力を再発見できました。
（同企画展示は6月2日まで開催）

　1月6日、佐々木さやか参院議員と共に子育て世代の皆さ
まと懇談。塾代、交通費など含めた教育費負担、不登校や発達
障害など切実な課題とともに、改善へ向けた期待の声を頂き
ました。

第１回定例会が開会中

道路陥没を未然に防ぐ取組みをさらに

横浜美術館がリニューアルオープン

若者世代と本音トーク

国土交通大臣へ防災減災対策の強化を要望

横浜市会
令和7年
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3月25日（火）まで
1月28日（火）～

3月25日（火）まで

　2月10日、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸の5政令市の公明議員
で構成する「五大市政策研究会」より、中野洋昌国土交通相へ大都
市の防災・減災に関する要望書を提出。下水事業における浸水・地
震・老朽化対策への支援強化、住宅の耐震化と密集市街地の災害
対策推進などを訴え、国交相より「しっかり対策していく」と応じて頂
きました。

　横浜市では東日本大震災を契機に、公明党の提案で平成25年度から市内幹線道
路の路面下空洞調査を本格化。毎年約100キロメートルを調査し、50ヶ所程度の
空洞を発見。埋め戻しなどの対応を行い、道路陥没による事故を未然に防いでいま
すが、1月に発生した埼玉県八潮市での事故を受けて、さらに精密な調査を求めて
います。

皆さまの声を「カタチ」に 　点字ブロックのシートが剥がれ「歩行者が躓いて
危ない」とのご指摘。迅速に埋設型ブロックへの置
き換え工事を実施して頂きました。京急富岡駅近くのせせらぎ緑道

国道１６号、金沢文庫駅東口前の歩道

　通勤・通学で駅に向かう皆さんの通行が多い一方で、富岡小学
校の通学路でもあり「植栽が歩道を狭めて歩きづらい」とのお
声。スッキリと剪定して、本来の道幅を回復しました。

市政報告
「たけチャンネル」
YouTube配信中！

▲公明党市議団で路面下空洞調査車両を
　視察（平成24年6月20日）

YouTubeで公開中！

市民の皆さまと共に短信

　金沢区子ども会連絡協議会と釡利
谷・坂本町内会共催のこども餅つき
大会（1月18日）はじめ、富岡第二地
区連合町内会（25日）、瀬ヶ崎西部町
内会、富岡第一地区連合町内会（26
日）、瀬戸町内会、金沢第二住宅（2月
9日）など、各地域の餅つき大会に伺
いました。

子どもたち、
地域の皆さまとの楽しい交流

　1月19日、横浜ラポールで
開催された障害のある皆さま
の「20歳を祝うつどい」に出
席。読み上げられる参加者そ
れぞれのお名前に、親御さん
皆さまの深い思いを感じる、暖かな式典でした。

新たな挑戦への出発を祝して

　2月3日、地域・金沢区・横浜市の
課題を巡って日頃より親しく意見交
換させて頂く皆さまにご出席頂き、
市政報告懇親会を開催。賑やかで
楽しい、有意義な時間となりました。

市政報告懇親会を開催

　2月3日、区づくり推進市会議員会議では子育て支援、防
災減災対策、街の環境整備など、各施策の充実を期して質
疑。特に私が強く訴える若者が将来設計を描ける支援につ
いて新規事業も予定されており、今後の展開に大きな期待
を寄せています。

金沢区の新年度事業を巡る質疑

　2月7日、「保育職員等の処遇改善」「貨物運送事業者へ
の支援」「災害時の避難所環境改善」と、いずれも公明党の
主張が反映された施策について、着実な展開を求めました。

一般議案関連質疑を実施

●金沢若者ライフデザイン事業をスタート
　高校生・大学生を対象に、ライフプランニングセミナーや
　子育て家庭とのふれあいを実施。
●金沢文庫駅西口の駅前スペースを改善へ
　受動喫煙やごみのポイ捨てを防止し、
　誰もが気持ちよく利用できる環境
　づくりを進めます。

●トラック運送事業者へ一律10万円支援
●保育士・職員の処遇を大幅に改善
　平均50万円/年の賃金アップ
　（昨年4月に遡って公定価格を10.7％引き上げ）

金沢文庫西口整備イメージ▲
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●公園トイレの洋式化を推進
▪7年度は海の公園、野島公園、釡利谷南公園の

　　トイレの洋式化・リフレッシュ化を実施

●金沢区民文化センター
　整備を推進
▪7年度は実施設計

　　～工事着工

●旧富岡倉庫地区（南部市場駅ウラ国有地）の
　活用方針を具体化へ
●道路環境整備を促進
▪横浜逗子線（釡利谷六浦地区）

　　7年度はトンネル工事等に着手
▪泥亀釡利谷線（寺前地区）→用地確保等を推進

区内設置済み校
六浦小、大道小、文庫小、瀬ケ崎小、西柴小、高舟台小、
小田小、能見台南小、金沢中、六浦中、大道中、富岡
中、富岡東中、並木中、小田中、西金沢義務教育学校

●妊娠期からの切れ目ない支援を充実
▪出産育児一時金を独自加算

　　（出産費用を50万円＋最大9万円まで補助）
▪妊婦健康診査を独自加算

　　（14回分の補助券に加えて5万円を現金支給）
▪出産子育て応援金を給付

　　（妊娠・出産時にそれぞれ5万円。死産・流産も対象に）
▪こんにちは赤ちゃん訪問事業の訪問員の

　　謝金単価を600→1,000円に増額
▪弱視などの早期発見へ屈折検査機器による検査を

　　6区でモデル実施

●子育て支援をさらに充実
▪医療的ケア児サポート園を24→36園へ増設
▪こども誰でも通園制度の実施園を14→30施設に拡充
▪キッズクラブ・学童で、夏休みの昼食提供を

　　冬休み・春休みにも拡大して実施
▪始業前の小学校での見守りモデル実施校を

　　2→10校へ拡充

●海の環境改善へ
▪藻場・浅場の整備、水際線での

　　ブルーカーボン事業を推進
▪海底ゴミの調査・回収を継続

●防犯対策の強化へ
▪防犯カメラ設置補助を拡充

　　（補助台数150→180台、1台あたり補助21→28万円）
▪防犯灯設置を大幅に拡充（154→300灯へ）
▪自治会町内会の防犯対策に緊急支援（上限20万円）

●身近な地域交通の維持・充実へ
▪交通空白地への新規導入を提案型で支援（市内23地区で）
▪経費一部負担で本格運行を実現（市内6地区で）

●新・金沢区休日救急診療所が完成へ （8月予定）
●市内全公園での喫煙禁止を徹底 （4月より）
●シーサイドライン駅へのエレベーター新設へ
▪「並木北駅」設置工事に着手、「幸浦駅」設計を推進。

●市営住宅の居住環境を改善
▪金沢区のフロなし住宅を解消
新瀬戸橋住宅への入居開始（2月～）、

　　六浦住宅を建替え（94→104戸）、瀬ケ崎住宅を解体
▪自治会の負担を軽減
共益費徴収、共用部の管理を管理者が代行
共用部照明のLED化を推進

　　　※これまで金沢第一・第二住宅、谷津坂住宅、南三双住宅などで実施。
　　　  7年度は金沢柴町住宅、8年度以降は富岡西ハイツ、釡利谷東ハイツで実施へ。

●敬老パスを継続、利便性を向上
▪市バス、市営地下鉄、シーサイドライン、

　　市内民営バス路線に加え、各種地域交通でも利用可能に
▪75歳以上の免許返納者に3年間無料交付
●高齢者の安全・安心へ
▪帯状疱疹ワクチンの定期接種がスタート

　　（65歳を対象に、7月頃から開始予定）
▪「おひとりさまの老後」を支える情報登録制度を創設※

　　　※万一の際の緊急連絡先や必要な情報・希望を伝えるエンディングノートなどの
　　　 情報を事前に市に登録。

▪お悔み窓口を全区に展開（6→18区へ拡充）
▪特別養護老人ホーム・介護医療院の増床を推進
▪認知症疾患医療センター 9か所を運営。認知症治療

　　実地医療機関ネットワークを新たに構築

●安全・安心な教育環境を整備
▪中学校における教室外登校受入れ事業を全校へ拡充

　　（80→146校へ）
▪職員室業務アシスタントを全中学校に配置
▪給食室へのエアコン設置を推進（9→15校へ）
金沢区では6年度に瀬ケ崎小にエアコン設置
7年度は釡利谷南小でドライ化を実施

▪学校へのエレベーター設置を推進
　　（新たに33校へ設置）

●各家庭・地域での備えの強化に
▪感震ブレーカー・家具転倒防止器具を設置促進

　　購入費用を補助：重点対策地域※で100％、
　　その他地域で50％
　　高齢者世帯等に取付け支援も
　　　※金沢区内の重点対策地域：金沢町、洲崎町、泥亀2丁目、寺前１、2丁目、
　　　 西柴3丁目、平潟町、町屋町、谷津町
▪旧耐震住宅の除却費用補助を拡充20→50万円へ
▪新耐震グレーゾーン住宅

　　（1981～2000年築）の耐震診断、
　　改修・除却補助制度を新設

▪防災マッププラスを作成
　　（デジタル技術を活用して延焼リスクを
　　立体的に可視化）

●避難所環境をより快適に
▪学校体育館へのエアコン設置を加速

　　（7年度新たに22校、11年度末までに全校へ設置）
　◆充実した食事、飲料水確保へ
▪民間事業者と連携した流通備蓄を導入

　　（現行2食×1日→3食×3日分を確保）
▪キッチンカー（1台）、浄水ユニットをモデル配備（市内5か所）

　◆プライバシー確保、安心の居場所へ
▪全ての避難所に簡易防犯カメラ・防犯ブザーを配布
▪テントや簡易ベッドの備蓄を拡充

　◆トイレ環境を改善
▪災害用トイレトレーラーを追加配備

　　（6台追加で合計7台に）
▪組立式男性用小便器を導入

　　（5年間で全ての地域防災拠点に配備）
▪学校トイレの洋式化を加速

　　（新たに30校で実施）
　　　金沢区では7年度、能見台南小、小田小、金沢高等で実施

公明党・たけのうち猛の提案・要望が
令和7年度予算案に大きく反映されました

教育環境を充実、子育てをサポート

災害に強いまちへ

誰もが安心して暮らせる街へ

まちの賑わい創出へ、着実な環境整備

体育館空調設備区内設置済み校
西富岡小、大道小、金沢中、小田小、富岡中、釡利谷東小、文庫
小、金沢小、富岡小、八景小、能見台小、金沢高等 （12/33校）

給食調理員の皆さまの労働環境改善へ！

の耐震診断、

金沢区民文化センター整備イメージ▶◀海の公園でも
　トイレの洋式化
　工事が着実に
　進んでいます

組立式男性用
小便器は4人
同時使用可能

浄水ユニットは
プールの水など
１時間で2,000㍑
を飲料水に

▲公明党市議団でエアコン設置後の
　温度検証を視察（令和6年8月）

富岡西・
能見台地区
とみおかーとが
本格運行へ

東朝比奈・
六浦地区
バス路線の
実証運行を再開

※谷津坂地区でも新たな取組を検討

金
沢
区
で
は

このほか所得制限なしで、高校3年生までの
児童手当支給、中学3年生までの医療費助成も継続。

　夏場には45℃以上にもなる厳しい環境で働く調
理員の方々より、環境改善を望むお声を頂き、公明
党市議団として
給食室へのエア
コン設置を求め
ていましたが、6
年度市内6校に
おいてモデル設
置を実現。
　7年度以降も
さらに設置を拡
大していきます。

地域防犯対策の強化へ緊急要望
　公明党・自民党合同で
緊急の申し入れ。防犯カメ
ラ、防犯灯等の設置促進、

県警・有識者・市民の代表による協議体の設置など求め、
7年度予算案に反映されました。

2025年1月10日


